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資料１



1. 出生率の低い
都会への若者
集中が日本の
人口を減らす



「空き家は田舎に多い」は本当か？



空き家の１０軒に１件は東京にある



総人口：2015.1. 1 → 2020.1.1 △109万人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年16．5百万人→20年15.5百万人 △96万人 △6％

15-４4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年4５．8百万人→20年42.2百万人 △358万人 △8％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年42．4百万人→20年42.4百万人 +３万人 +0％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年2３．６百万人→20年２７.０百万人 +３４２万人 +15％

全国各地から１５～４4歳が差し引き６2万人も流入したのだが､出生減で減少

このまま続けば、６０年少々で１５～４４歳がゼロ！になるペースの、急速な減少

日本で起きていたこと
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含む



総人口：2015.1. 1 → 2020.1.1 △109万人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年16．5百万人→20年15.5百万人 △96万人 △6％

15-４4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年4５．8百万人→20年42.2百万人 △358万人 △8％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年42．4百万人→20年42.4百万人 +３万人 +0％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年2３．６百万人→20年２７.０百万人 +３４２万人 +15％

世界各地から１５～４4歳が差し引き６３万人も流入したのだが､出生減で減少

このまま続けば、６０年少々で１５～４４歳がゼロ！になるペースの、急速な減少

日本で起きていたこと
2015年元旦→2020年元旦住民票基準､居住外国人含むなぜ日本の

１５～４４歳は減ったのか？

最近５年間に
５８０万人が１５歳を超え、

15～４４歳が外国から６2万人転入したが、
１,０００万人が４５歳を超えた。

新入生５８０万人＋転校生６２万人
－卒業生１,０００万人で

３５８万人の減少…



総人口：201５.1.1 → 2020.1.1 ＋59,700人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 31万人 → 20年 30万人 △8,000人 △3％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 104万人 → 20年 102万人 △19,100人 △2％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 85万人 → 20年 88万人 +27,300人 +3％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 47万人 → 20年 53万人 +59,500人 +13％

１５～4４歳が差し引き10万人も転入し、人口は増加

大阪市の人口増加は丸々７０歳以上の増加で、４４歳以下は減少している

大阪市で起きていたこと
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含む



総人口：201５.1.1 → 2020.1.1 ＋59,700人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 31万人 → 20年 30万人 △8,000人 △3％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 104万人 → 20年 102万人 △19,100人 △2％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 85万人 → 20年 88万人 +27,300人 +3％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 47万人 → 20年 53万人 +59,500人 +13％

１５～4４歳が差し引き10万人も転入し、人口は増加

大阪市の人口増加は丸々７０歳以上の増加で、４４歳以下は減少している

大阪市で起きていたこと
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含むなぜ大阪市の

１５～４４歳は減ったのか？

最近５年間に
１０万人が１５歳を超え、

15～４４歳が差し引き１０万人転入したが、
２２万人が４５歳を超えた。

新入生１０万人＋転校生１０万人
－卒業生２２万人で

２万人の減少…



総人口：201５.1.1 → 2020.1.1 ＋59,700人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 31万人 → 20年 30万人 △8,000人 △3％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 104万人 → 20年 102万人 △19,100人 △2％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 85万人 → 20年 88万人 +27,300人 +3％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 47万人 → 20年 53万人 +59,500人 +13％

１５～4４歳が差し引き10万人も転入し、人口は増加

大阪市の人口増加は丸々７０歳以上の増加で、４４歳以下は減少している

しかも大阪市では乳幼児は減少
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含む

0-4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 11万人 → 20年 10万人 △4,800人 △5％



総人口：2015.1. 1 → 2020.1.1 +54万人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 156万人→2020年 160万人 +4.2万人 +3％

15-４4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 543万人→2020年 535万人 △8.4万人 △2％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 ４１９万人→2020年 447万人 +28.0万人 +7％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 211万人→2020年 241万人 +29.9万人 +14％

全国各地から１５～44歳が差し引き59万人も流入し､一人勝ちで人口増加

実は東京都でも１５～４４歳は減っており、７0歳以上が急増中

東京都で起きていたこと
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含む



総人口：2015.1. 1 → 2020.1.1 +54万人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 156万人→2020年 160万人 +4.2万人 +3％

15-４4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 543万人→2020年 535万人 △8.4万人 △2％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 ４１９万人→2020年 447万人 +28.0万人 +7％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 211万人→2020年 241万人 +29.9万人 +14％

全国各地から１５～44歳が差し引き59万人も流入し､一人勝ちで人口増加

実は東京都でも１５～４４歳は減っており、７0歳以上が急増中

東京都で起きていたこと
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含むなぜ東京都の

１５～４４歳は減ったのか？

最近５年間に
５１万人が１５歳を超え、

15～４４歳が差し引き５９万人転入したが、
１１８万人が４５歳を超えた。

新入生５１万人＋転校生５９万人
－卒業生１１８万人で

８万人の減少…



総人口：2015.1. 1 → 2020.1.1 +54万人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 156万人→2020年 160万人 +4.2万人 +3％

15-64歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 543万人→2020年 535万人 △8.4万人 △2％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 ４１９万人→2020年 447万人 +28.0万人 +7％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 211万人→2020年 241万人 +29.9万人 +14％

全国各地から１５～64歳が差し引き59万人も流入し､一人勝ちで人口増加

実は東京都でも１５～４４歳は減っており、７0歳以上が急増中

しかも東京都では乳幼児は横ばい
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含む

0-4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 54万人→2020年 54万人 +0.3万人 +０％



減る１５～４４歳/増える７０歳以上



2. 乳幼児を
増やしてい
る自治体も
存在する



総人口：201５.1.1 → 2020.1.1 ＋6,400人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 4.1万人 → 20年 4.2万人 +1,100人 +3％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 10.9万人 → 20年 10.3万人 △5,600人 △5％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 9.7万人 → 20年 9.8万人 +1,000人 +1％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 5.1万人 → 20年 6.1万人 +９,900人 +20％

１５～4４歳が差し引き4,800人転入し、子どもも増えている

それでも団塊ジュニアの45歳越えで44歳以下は減少し、団塊世代死去までは苦しい時期

兵庫県明石市で起きていたこと
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含む



総人口：201５.1.1 → 2020.1.1 ＋6,400人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 4.1万人 → 20年 4.2万人 +1,100人 +3％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 10.9万人 → 20年 10.3万人 △5,600人 △5％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 9.7万人 → 20年 9.8万人 +1,000人 +1％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 5.1万人 → 20年 6.1万人 +９,900人 +20％

１５～4４歳が差し引き4,800人転入し、子どもも増えている

それでも団塊ジュニアの45歳越えで44歳以下は減少し、団塊世代死去までは苦しい時期

兵庫県明石市で起きていたこと
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含むなぜ明石市の

１５～４４歳は減ったのか？

最近５年間に
１万４千人が１５歳を超え、

15～４４歳が差し引き５千人転入したが、
２万５千人が４５歳を超えた。

新入生１.４万人＋転校生０.５万人
－卒業生２.５万人で
０.６万人の減少…



総人口：201５.1.1 → 2020.1.1 ＋6,400人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 4.1万人 → 20年 4.2万人 +1,100人 +3％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 10.9万人 → 20年 10.3万人 △5,600人 △5％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 9.7万人 → 20年 9.8万人 +1,000人 +1％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 5.1万人 → 20年 6.1万人 +９,900人 +20％

１５～4４歳が差し引き4,800人転入し、子どもも増えている

それでも団塊ジュニアの45歳越えで44歳以下は減少し、団塊世代死去までは苦しい時期

しかし明石市では乳幼児は急増
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含む

0-4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 1.3万人 → 20年 1.4万人 +1,000人 +8％



総人口：201５.1.1 → 2020.1.1 △300人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 620人→20２０年 600人 △20人 △4％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 1,590人→２０20年 1,600人 +10人 +1％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 2,280人→2020年 1,940人 △340人 △15％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 2,100人→2020年 2,150人 +50人 +3％

このまま続けば、100年で人口がゼロ！になるペースの、割と速い減少

広島でも東京でも減っている15～44歳が、なんと吉賀では増えている

島根県吉賀町で起きていたこと
2015年正月→2020年正月 住民票基準､居住外国人含む



総人口：201５.1.1 → 2020.1.1 △300人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 620人→20２０年 600人 △20人 △4％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 1,590人→２０20年 1,600人 +10人 +1％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 2,280人→2020年 1,940人 △340人 △15％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 2,100人→2020年 2,150人 +50人 +3％

このまま続けば、100年で人口がゼロ！になるペースの、割と速い減少

広島でも東京でも減っている15～44歳が、なんと吉賀では増えている

島根県吉賀町で起きていたこと
2015年正月→2020年正月 住民票基準､居住外国人含む

0-4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 170人→20２０年 210人 +40人 +23％

なぜ島根県吉賀町の
１５～４４歳は増えたのか？

最近５年間に
240人が１５歳を超え、

15～４４歳が差し引き60人転入し、
290人が４５歳を超えた。

新入生２４０人＋転校生６０人
－卒業生２９０人で
１０人の増加…！



総人口：201５.1.1 → 2020.1.1 △300人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 620人→20２０年 600人 △20人 △4％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 1,590人→２０20年 1,600人 +10人 +1％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 2,280人→2020年 1,940人 △340人 △15％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 2,100人→2020年 2,150人 +50人 +3％

このまま続けば、100年で人口がゼロ！になるペースの、割と速い減少

広島でも東京でも減っている15～44歳が、なんと吉賀では増えている

しかも吉賀町では乳幼児が激増
2015年正月→2020年正月 住民票基準､居住外国人含む

0-4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 170人→20２０年 210人 +40人 +23％



総人口：201５.1.1 → 2020.1.1 △300人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 620人→20２０年 600人 △20人 △4％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 1,590人→２０20年 1,600人 +10人 +1％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 2,280人→2020年 1,940人 △340人 △15％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 2,100人→2020年 2,150人 +50人 +3％

このまま続けば、100年で人口がゼロ！になるペースの、割と速い減少

広島でも東京でも減っている15～44歳が、なんと吉賀では増えている

しかも吉賀町では乳幼児が激増
2015年正月→2020年正月 住民票基準､居住外国人含む

0-4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 170人→20２０年 210人 +40人 +23％

なぜ島根県吉賀町の
７０歳以上は増えないのか？

最近５年間に
７０歳を超えた人と、７０歳を超えて

帰郷して来た人がいるが、合わせても、
亡くなる人の数で打ち消された。

高度成長期に若者を出したため
もう“年寄りのなり手”が少ない。

医療福祉負担は早晩
減り始める！



田舎と大都市･高齢化の大逆転

× ２０世紀： 高齢化する田舎/若々しい大都市

○ ２１世紀： 高齢者が減る田舎/激増する大都市
→ 大都市では今後高齢者が激増 / 田舎ではむしろ減りだす

→ 田舎は､今の医療介護体制を維持できれば何とかなるが、
大都市ではいつまでも医療介護の体制整備が追いつかない

→ 先に高齢化した田舎で成り立つ企業が､全国で生き残る

→ 人口が少ない方が食料自給率や自然エネルギー自給率を高く
保つことができ、長持ちする社会ができる

→ 結局生き残るのは子供が生まれる地域 / 都会の子育てを容易
にするより､子育ての容易な田舎に若者を戻す方が早い

ただし問題は､惰性のように続く若者の流出を
止められるか。雇用はある。「都会の方がチャンス
が多い」という頭の中の伝説を壊せるか、がカギ。



“高齢化率”と“人口増減率”は無意味

首都圏

人口増減率
2015-20

関西圏

明石市

島根県

吉賀町

海士町

+2.2％

△1.1％

+0.8％

△3.8％

△4.6％

△5.0％

高齢化率
2020

24.7％

27.9％

26.0％

33.8％

43.0％

41.5％

70歳以上
増減率(同)

+18％

+１６％

+20％

+７％

+3％

+0％

15-44歳
増減率(同)

△5.0％

△9.1％

△５.１％

△8.1％

+0.5％

△1.8％

0-4歳
増減率(同)

△4.6％

△9.2％

+7.8％

△8.1％

+22.5％

△21.6％

15-44歳
転出入率

+6.5％

+0.5％

+4.4％

△2.7％

+4.1％

+4.0％



若い女性が働くと出生が減る???



若い女性の就労→所得増→出生増


	東京一極集中の是正と�地域活性化



